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巻頭言 
 

支部長 端坂 則喜 

 

 

パーキンソン病が「治る病気」になる日がくるまで 

 

 

「パーキンソン病は、いつか医療技術進歩・確立によって進行を止め、回復を狙

える「治る病気」になるのだろうか。 

 

これは、私たち患者やご家族が日々抱き続けている切実な問いであり、最大の願

いでもあります。 

 

今、問いに対する答えが、かつてないほど現実味を帯びて目の前に近づいてきて

います。 

 

大きな希望の光となっているのが、iPS 細胞を用いた再生医療の最前線です。京

都大学での治験成果を受け、住友ファーマによるドパミン神経前駆細胞製剤「アム

シェプリ：Amchepli」が、厚生労働省により「条件及び期限付承認」を取得しま

した。これは、安全性と有効性の推定に基づき、最長７年の期限内で患者さんへ早

期に届けながら、追加のデーターを収集して正式承認を目指す画期的な制度です。 

 

これまでは「不足したドパミンを補う対処療法」であったのに対し、失われた細

胞そのものを補うこの移植療法は、症状の根本的な改善と生活の質向上に大きく寄

与すると期待されています。 

 

医療の進歩がもたらす未来を希望とともに見守りながら、最新の正確な情報を迅

速にお届けし、皆さまが安心して前を向いて生活できるように寄り添ってまいりま

す。 
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本部副会長就任の挨拶 
 
 

昨年度から本部理事を務めてまいりましたが、２０２６年６月２９日に行われた

本部総会後の理事会にて「副会長」に任命されました。代表理事を補佐し、本部活

動の方向性を決定する三役会議の一員として務めてまいります。 

 

岩手県支部長としての活動は、これまでと変わらず行ってまいりますので会員の

皆さまのご協力をお願いいたします。 

 

 

主治医に症状をうまく伝えるために 
 

1. 困りごとを“具体的な場面”で書き出す 

医師は抽象的な説明より、生活の中の具体的な場面を知るほど治療を調整しやす

くなります。 

例：「朝の着替えに 30 分かかるようになりました」 

• 「朝起きてすぐ固まる」「夕方になると歩幅が極端に小さくなる」など 

例：「この 1 ヶ月で、歩き出しが特に難しくなりました」 

• 「以前より転びそうになる回数が増えた」 

• 「薬の効き始めが遅くなった気がする」 

• 「表情が乏しくなったと言われる」 

2. 薬の効き方を“時間軸”で説明する 

ウェアリングオフやジスキネジアは“いつ起きるか”が治療調整の決め手です 

例：「昼食前後だけ体が勝手に動きます（ジスキネジア）」 

• 「服薬後◯時間は調子が良い」 

• 「夕方になると動きが悪くなる」 

• 「外出時だけジスキネジアが強い」 
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3. 非運動症状も必ず伝える 

例：「夜中に 2 回以上起きてしまい、翌日動きが悪いです」 

 便秘・立ちくらみ・睡眠の質 

 気分の落ち込み・意欲低下 

 幻覚（影が見えるなど） 

 痛みやこわばりの場所 

4. 医師との会話は“短く・要点を 3 つ” 

診察時間は限られているため、要点を絞ると医師が判断しやすくなります。 

例：「今日は①歩き出しの悪化 ②薬の効きのムラ ③便秘の悪化を相談したいです 

• 今日伝えたいことを 3 つに絞る 

• 結論から話す（「歩き出しが悪化しました」→理由） 

• 医師の質問には“事実だけ”を簡潔に答える 

5. 治療方針は“共同作業”として確認する 

医師と患者が同じ方向を向いていると、治療の満足度が大きく上がります。 

例：「この薬の変更で、どの症状が改善する可能性がありますか？」 

 「この治療の目的は何ですか？」と確認する 

 「どれくらいで効果を見て判断しますか？」と聞く 

 不安は遠慮せず伝える（医師は気づきにくい） 

6. 良い関係をつくるための“医師との向き合い方” 

 遠慮せず、事実を淡々と伝える 

 家族の気づきを一緒に伝える 

 医師の説明が難しいときは「もう一度お願いします」と確認する 
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パーキンソン病治療最新情報 

【レボドバ徐放錠】 

５月１０日の医療講演会で武田 篤先生がレボドバ徐放錠（早く溶ける錠剤とゆ

っくり溶ける錠剤を混ぜてつくった「リタリー」は米国で１０年前にできたが、薬

価の問題で日本国内承認されなかった。 

現在、大原薬品で開発に取り組み、今、最終段階。２０２７年後半か２０２８年

前半には国内承認されるのではないか。５時間有効血中濃度を維持できるため、一

日３回から４，５回の服用でオフをなんとかできると期待していると説明されてい

ました。 

【ドパミンアゴニスト：タバパドン（Tavapadon】 

製薬会社のアッヴィ（AbbVie）によって米国などで製造販売承認申請がすすめ

られている。従来のドパミンアゴニストで問題になりやすかった「突然の強い眠気」

や「衝動制御障害」（ギャンブルや買い物などがとめられなくなる症状）といった

深刻な副作用が出にくいと期待されています。 

【遺伝子治療】全国会報 １８４号に掲載 

 自治医科大学 神経遺伝子治療部門 客員教授 村松 慎一 先生が２００７

年から開発をすすめている「パーキンソン病の遺伝子治療」の第Ⅰ／Ⅱ相臨床試験

を２０２５年４月から実施しています。これまでに重大な有害事象はなく、２０２

６年１月に厚生労働省の「先駆的再生医療等製品指定制度」に申請しています。 

 この制度では「パーキンソン病に対する iPS 細胞移植」指定されていて、２０２

６年２月に製造販売を条件・期限付きで承認されています。 

【FABP3】２０２５年１１月２８日 ヤフーニュース 

 福島医科大学 川畑特任准教授の研究チームが「パーキンソン病の根本治療に

つながる新薬を開発した。新薬は発症初期から中期なら症状を改善する可能性が高

いことをマウスなどを使った実験で効果を確認しており、２０２６年年度から３年

間 人体への治験を行い、２０２９年以降の薬事承認を目指す。 
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お食事一例 土曜日限定バイキング 

◎日帰り入浴 5：00～23：00 

2 時間…大人￥850（タオル、バスタオル別途料金） 

1日入館…大人￥1,950（タオル、バスタオル・館内着付） 

◎ご宿泊  本館/離れ  宿泊プランあり 

料金詳細につきましてはお問合せ下さい 
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日 本 医 療 機 能 評 価 機 構 認 定 病 院                  

特 定 医 療 法 人 

盛 岡 つ な ぎ 温 泉 病 院 
〒０２０－００５５ 盛岡市繋字尾入野６４－９ 

                    電話 ０１９－６８９－２１０１ 

盛 岡 つ な ぎ 温 泉 病 院 

メ デ ィ ケ ア プ ラ ザ 中 央 通 り ク リ ニ ッ ク 
〒０２０－００２１ 盛岡市中央通り３丁目１６－２３ 

                    電話 ０１９－６５４－３７８１ 
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